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【開催日】 令和４年６月２４日（金） 

【開催場所】 第２委員会室 

【開会・散会時間】 午後１時～午後２時３８分 

【出席委員】 

委員長 伊 場   勇 副委員長 恒 松 恵 子 

委員 白 井 健一郎 委員 藤 岡 修 美 

委員 前 田 浩 司 委員 山 田 伸 幸 

【欠席委員】 なし 

【委員外出席議員等】 なし 

【執行部出席者】 なし 

【事務局出席者】 

事務局長 河 口 修 司 事務局次長 島 津 克 則 

庶務調査係長 田 中 洋 子   

【審査内容】 

１ 導入するタブレットについて 

２ 特別委員会からの提案書（報告書）について 

３ ＩＣＴ機器使用ルールについて 

４ その他 

 

午後１時 開会 

 

伊場勇委員長 皆さん、こんにちは。６月議会、お疲れ様でした。それでは、

ただいまよりデジタル化推進特別委員会を始めます。この度は、議員の

方々にアンケートを取ったり、デモンストレーションを二度させていた

だいたので、それについてどうだったのかというところ、使ってみてど

ういったことが必要なのかということと、特別委員会から提案若しくは

報告をするに当たって、どういったやり方が適当で、どういった内容を

盛り込んでいくかというところを、皆さんで協議していきたいと思って

おりますので、よろしくお願いします。それでは、まず初めに導入する

タブレットについてということで、機種とサイズについて、ｉＰａｄＰ
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ｒｏの１２.９インチ、ｉＰａｄＰｒｏの１０.５インチ、そしてアンド

ロイド１０.５を実際に事務局に置いてちょっと触っていただいて、どれ

がいいかアンケートを取ったところ、ｉＰａｄＰｒｏの１２.９インチが

１７名、ｉＰａｄＰｒｏの１０.５インチが１名、アンドロイドの１０.

５インチが３名という結果になりました。皆さんは、アンケートに回答

いただいたと思うんですけども、それぞれどういった印象を持たれて、

実際運用するときにどういうことが考えられるかというところについて、

まず協議したいと思いますので、御意見をお願いします。 

 

山田伸幸委員 Ｉ社の１２.９インチはたしかに大きくて見やすいということ

もありますが、ただ、大きくて持ち運びにどうなのかな。議場に持ち込

んだときに、それを立てて見たりするときに、テレビ映り等といった面

で支障になりはしないかという心配をしています。一方、１０.５インチ

は、適度な大きさかなというふうに思いました。それと、この中に入っ

てなかったんですが、キーボードが取り外せるタイプのノートパソコン

というのも最近ありまして、そういったものが選択肢に入っていなかっ

たので、ちょっと残念かなと思いました。性能的には、あと実際に議案

書を開いてみないと分からんかなと思っています。それが一度読み込ん

だらスムーズに自由自在にできるのか、若しくは、クラウドに置かれた

ままこちら側から見るというふうな方向なのかというのは、ちょっとよ

く分かりませんけれど、その辺の技術的なところというのが、まだ解明

されてないかなというふうに思っています。 

 

藤岡修美委員 私は、１２.９インチでいいかなという気でおります。県内他市

の市議会も、１２.９インチが多いという記憶がありました。１０.４イ

ンチなのは山口市だけかな。私は、１２．９インチという意見です。 

 

伊場勇委員長 １２.９インチがやっぱり見やすいということで、持ち運びにつ

いて重いというふうに感じたのかな、どうかなというところがあるんで

すけど。 
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恒松恵子副委員長 紙媒体を減らすという観点から、タブレットを導入するの

であれば、かなり書類並みの重さがありましたので、拡大機能はあるの

で、慣れて使いこなせるようになれば、いつも議場に持ってくるもので

すから、確かに見にくいかもしれませんが、私はできれば小さい１０.

５インチのほうが使いやすいかなと思いました。ただ、これはもう意見

多数ですから、それはもう少数意見になりますから、もうそれはやむを

得ないことだと私個人的にはそう思っております。 

 

前田浩司委員 私は個人的に、１２.９インチを一応希望しまして、特に持ち運

びということを、特に気にすることまでもないかなというふうに思って

おります。大きいほうが、早く慣れやすいのかなと思い、１２.９インチ

を希望いたしました。 

 

伊場勇委員長 慣れやすいというか、画面が大きければ、まずスタートの字の

大きさも大きいのかなと思っていて、後で話しますけど、そのペーパー

レス会議システムにおいても、タッチするところが、やっぱり大きい画

面のほうが見やすかったりするんですよね。そういう設定もあるかもし

れませんけど、そういったところを加味すると大きいほうがというふう

に思うし、年配の議員の方のことを思うと大きいほうがいいのかなと思

うし、例えば、１２.９インチだったら一つの画面を二つに分けて表示す

るときに、大きいほうがいいのかなと思います。今どっちに決めるとか

ではなくて、こっちのがいいんじゃないですかというぐらいで、議論を

進めたいと思うので、その点とか含めてどうかなと思っているんです。 

 

山田伸幸委員 選択肢にはなかったんですが、これはＩ社のシステムとそれか

アンドロイドということだったんですが、タッチパネル機能の付いたノ

ートパソコンというのもあるんですよね。キーボードの取り外しもでき

て、それでしたらそんなに負担にならないし、それこそキーボードを外

してくれば、非常に軽いシステムで動くんでそのほうがいいと思ったん
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だけど、選択肢にはありませんでした。Ｓという、とても使いやすいも

のです。 

 

伊場勇委員長 他市の使っている状況をいろいろ聞くと、タブレットは支給さ

れたけども、自分で外付けのキーボードを買ってメモで活用している人

もいます。それは多分個人の使い方だと思うんですけど、そこまで、今

回準備するべきかどうかというところも併せて。そして、Ｓ社のですか

ね。 

 

山田伸幸委員 Ｍ社のＳというやつですね。 

 

伊場勇委員長 確かに１２.９インチ、１０.５インチのＩ社、アンドロイド系

で、別のものについても資料を集めながら、また、考えていけたらいい

かなと思いますが、今のところ、１７人と意見の多い、大きいものを一

応ベースとして、試算とかもいろいろしていかないといけない段階であ

ると思います。もちろん意見があれば、その都度しっかり頂きたいなと

思うんですけども、今からちょっといろいろ予算も見積りを取っていか

なきゃいけない段階だと思っています。具体的に、一応１２.９インチで

進めさせていただいて、例えば、それが１０.５インチになるとどれぐら

い安くなるかというところも含めながら、ちょっと進めていけたらいい

かなと思います。もちろん違う、Ｍ社のデータも少しは参考にしながら

ですね。そういった感じでいいですかね、取りあえずは。（「はい」と

呼ぶ者あり）じゃあ、そういう感じで取りあえず行きましょう。 

 

山田伸幸委員 単純に計算すると、Ｉ社の１２.９インチというのは、大体２０

万円超えなんですよね。１０.５インチでも大体１２万円程度、最新のも

のだと１４万円やったかな。アンドロイドだったら、最低１万円から高

くても２、３万円程度で買える。それから、先ほどから言ったＭ社のＳ

という機種は、６万円から７万円程度ということで、非常にＩ社に遜色

のないスピードで動くシステムになっています。ただ、Ｗｉｎｄｏｗｓ
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でサイドブックスとモアノートが動くかどうかというのは、まだ分かり

ませんけれど、もし可能であるならば、そういう選択肢もあっていいの

かなと思ったりします。 

 

伊場勇委員長 参考にして進めていきたいと思います。では、次に行きたいと

思うんですけども、デモンストレーションの結果についてということで、

ペーパーレス会議システムのサイトブックスとモアノートを、基本的に

全議員対象に体験していただいています。来られなかった方もいらっし

ゃいますけども、どちらかは使っていらっしゃると思いますので、その

様子を見ながら、どういうふうに感じて、どちらがより使いやすいかと

いうところを、少し方向性として決めていきたいなと思っているんです

けども、いかがでしたか。 

 

藤岡修美委員 私は、サイドブックスが非常に使い勝手がいいなと、練れてい

るなという感じがしていいなと思いました。 

 

山田伸幸委員 やはりサイドブックスのほうに一日の長があるのは否めないん

ですね。先行して、全国各地の自治体及び議会が導入してきた、それだ

けの理由はある。しかも、書き込んでも、その上にシートを付けて、そ

れに書き込むような形まで明らかにして、デモンストレーションを見て

これは便利だなと感じています。私の知り合いなんですが、大変高齢の

女性が使いこなしているのを見ると、サイドブックスは使いやすいのか

なと感じています。 

 

伊場勇委員長 デジタル化推進特別委員以外の方も、それなりに使えていたか

なと思うんですよね。より使いやすそうだったのが、サイドブックスだ

ったのかなと思うんですけども、見やすくなかったですか。本棚とかフ

ォルダの場所とかですね、こなれてるということなんですかね。あと検

索システムも、過去の資料とか、検索ワードを入れたら、ざっと出てく

ると。これは、審査のときとか、よそに出て使ったときとかも、とても
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使いやすいのかなというふうに思うんですけども、その辺はどう思いま

すか。 

 

前田浩司委員 今回、モアノートとサイドブックスの説明を受けまして、恐ら

く同じような機能を持っておられるのかなとは思うんですけれども、や

はり２回目に受けたサイドブックスのほうが、より使いやすかったとい

うのが印象です。一回モアノートを受けているからであったのかもしれ

ませんけれども、先ほど委員長がおっしゃられたように、やっぱり本棚

というか、棚がしっかり検索しやすいようなつくりになっていたような

イメージなので、個人的にはサイドブックスのほうにご縁があればいい

かなと思っております。 

 

伊場勇委員長 あと、採決システムというのがあって、本市議会がどう取り組

むかで、システムなんで使う使わないは、こっち次第なんですけども、

それをもし使えたら分かりやすいかなと思うんですよ。下関市とか何か

やっていますよね。例えば、本会議場の採決システムが分かりやすいと

いうだけで、このシステムを使うかどうかというのもちょっと議論が必

要なんですけど。 

 

白井健一郎委員 私のレベルを言うと、サイドブックスとモアノートの区別も

ちょっとよく分かりません。ただ、私ここで研修やったときに、非常に

基本的なこと、該当ページを出したりとか、それをめくるとか、そこに

しおりを貼るとかいうぐらいは何とか付いていけましたけど、そのとき

大体、議員のほとんどの方が、それができたという御認識でしょうか。 

 

伊場勇委員長 そうですね、一応付いていけたんじゃないかなと。ここに資料

があって見れると、ページ数が多いところは、飛んでページを見るとき

に、１枚ずつじゃなくて、違うタブを開いて、飛んだところにも、その

下から画面を持っていくとか、そういうのは、みんな付いていけてたん

じゃないのかなと思っています。これに慣れないと覚えないと思うので、
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そういうところは少し時間が掛かるのかなと、ちょっと見てて感じまし

た。 

 

白井健一郎委員 それでですね、多分、本当に基本的なところしか使わないと

思うんですよ、議場でもですね。だから選ぶときに、基本的なところを

重視するというか、非常に分かりやすいというのを重視して、先ほどタ

ブレットの大きさの話も出ていましたけど、私は重くても大きいほうが

やっぱり単純に見やすい。私は、遠くは見えないんですけどね、珍しく。

若者って伊場委員長ぐらいしかいませんから、多くの人は大体新聞の活

字とかちょっと年齢的にも見にくくなってくるんじゃないでしょうかね。

そういう人も多いと思いますから、見やすくて、機能も結構単純な機能

をやりやすくてというやり方がいいと思います。 

 

伊場勇委員長 分かりやすい機能のほうが、使いやすいと思うので、初めて導

入しようとしているわけですから、そこはすごい重要な大事な観点かな

と私も感じました。 

 

山田伸幸委員 実は、サイドブックスは美祢市議会がかなり早くから取り入れ

て、最初使ったとき印象が悪かったんですよ。ところが、３年ぐらいた

つと、やっぱりサイドブックスのほうも進化をしていて、動きが早くな

ったんですよ。それで、いらいらしなくて済むというか、おそらくＷｉ

－Ｆｉへの対応が良くなったんかなと思っています。セルラーモデルは、

場所によって入りにくいというのはすごくあるけれど、Ｗｉ－Ｆｉは、

Ｗｉ－Ｆｉのセットがあればできるから、山陽小野田市の場合は、３階

に飛んできていないので、設定が必要になりますけれど、自宅でもＷｉ

－Ｆｉの環境を整えれば、もう本当にスムーズに迅速な検索も含めて、

使っていけるんじゃないかなというふうに思います。 

 

伊場勇委員長 もちろん業者のいろんなシステムが、オプション機能として処

理速度とかも追加され、多分いろいろ付いているし、サイドブックスは、
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議会とか自治体に対してトップランナーですからね、より良くなるのは

早いかなと思いますね。サイドブックスのほうが使いやすいのかなとい

うふうに今聞いておりますが、その中身のシステムとか、まだまだ使い

やすいものがあったりとか便利な機能があるかもしれないので、これは

これで、またしっかり研究しなきゃいけないのかなと思っています。 

 

山田伸幸委員 サイドブックスの場合は、そことの関係になってこようかと思

うんですけれど、その場合はもうプロポーザルにもならないんじゃない

んですか。 

 

伊場勇委員長 次の調達方法についても、ちょっと今から話したいなと思って

いたんですけど、サイドブックスは、東京インタープレイ株式会社とい

うところがされているんですが、そのペーパーレス会議システムを導入

するに当たって、どれを選ぶかというのは、どういったものをこちらが

要求するかというところが大事で、それに当てはまるのがどれなのかと

いうことでございます。基本的には、調達方法がそういったやり方にな

るということだと思います。サイドブックスとモアノートについては、

今ちゃんと話がそれなりにできたと思うので、次のＷｉ－Ｆｉモデルと

セルラーモデルの選択の前に、ちょっと調達方法について少し取り上げ

たいと思います。これについて事務局にお考えがあると聞いていますの

で、ちょっと説明してもらえますか。 

 

田中議会事務局庶務調査係長 最近導入された近隣の市ということで、宇部市

と防府市に問合せをさせていただいたところ、どちらの市も、タブレッ

ト端末導入業務とペーパーレス会議システム導入業務の二つの事業を行

っておられます。いずれの市も全てプロポーザルで導入されています。

本市につきましても、やはり業務の内容が、技術的、専門的な知識が求

められますので、所要の予算内で、最適なタブレットシステムを導入し

て、最少のコストで最大の効果を発揮するためには、より優れた技術力

を有する事業者を選定できるプロポーザル方式が最適であると思ってお
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ります。 

 

山田伸幸委員 その際には今説明があったんですけど、プロポーザルとなると

複数のシステムで競い合うということなんでしょうか。それとも、もう

先ほどから話しているように、サイドブックスのほうがより使いやすい

という声が多いんですけど、そこにプロポーザル１社だけで、かけてい

くということなんでしょうか。 

 

田中議会事務局庶務調査係長 こちらのほうから特に、このシステムというこ

とでシステムを指定するものではありませんので、仕様書でこういった

ことをしてほしいというところを示させていただきまして、その中で、

公募型プロポーザルを行おうと思っております。 

 

伊場勇委員長 先ほど出た二つの自治体では、どういうふうなやり方をしてい

たんでしょうか。 

 

田中庶務調査係長 宇部市のほうは仕様書等を詳しく特に見ているわけではな

いんですけども、防府市にお尋ねしたところ、特にシステムの指定はさ

れておられません。 

 

島津事務局次長 システムは特に指定はしないんですが、皆さんサイドブック

スを使ったときに使いやすかった点があると思います。そういうところ

を仕様に落としていって、プロポーザルにかけるということです。 

 

伊場勇委員長 なので、このような機能がほしいというのを仕様書に入れて、

仕様書で公募をかけるということですよね。 

 

島津事務局次長 はい、そのとおりです。 

 

伊場勇委員長 なので、プロポーザル方式になるのかなと思っています。それ
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が一番効率的かなというふうに思っているんですね。他市の状況も踏ま

えて、いろいろ仕様書も公開されている部分があるので、参考にして作

っていきたいなと。事務局は、プロポーザルって今までしたことないん

ですよね。 

 

島津事務局次長 私がいる８年間はやったことがありません。中継システムと

かマイクとかいろいろ入れておりますが、全部入札で行っております。 

 

伊場勇委員長 なので事務局としても、仕様書を初めて作るということなので、

時間が少し掛かる部分もあるかなと思いますし、新しく導入するものな

ので、それについては、しっかり議論しなきゃいけないのかなというふ

うに思います。基本的には調達方法については、今のところプロポーザ

ルが望ましいんじゃないかということでございます。 

 

藤岡修美委員 確認なんですけど、記録だと、宇部市、防府市両方ともタブレ

ットについてはリースですが、本市もリースで進めていくんですか。 

 

田中庶務調査係長 本市についてもリースで考えております。 

 

伊場勇委員長 リースになった場合、入るのに結構時間が掛かったりするので、

予算を取って、プロポーザルで取ったとしても、その物が入るのが先に

なると契約も先になっちゃうので、年度をまたぐと債務負担行為になる

のかとか、いろいろあると思うんですけど、その辺は、しっかりスケジ

ュールを組んでやらなきゃいけないのかなというふうに思っています。

では、一個戻って、Ｗｉ－Ｆｉモデルかセルラーモデルの選択について

なんですけども、さっき環境のお話も出ましたけど、Ｗｉ－Ｆｉが今３

階にはないんですよね。ただ、執行部のほうで、Ｗｉ－Ｆｉ環境を委員

会室１と２には、今年度中に整備するということなんです。職員も使う

から、職員のパソコンの更新があって、ノートパソコンに今替えている

段階ですから、そのパソコンを例えば３階の第２委員会室に持ってきて、
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しっかりいろいろ使えるようにするというようなところはあるんですよ。

ただ、議場と議員控室、会派室にはＷｉ－Ｆｉが今のところないので、

これはもうフリーＷｉ－Ｆｉじゃなくて、ちゃんとＳＳＩＤでちゃんと

特定の人しか使えないＷｉ－Ｆｉ、普通の市民の方は使えないＷi－Ｆi

なんですけど、そういう環境もちょっと併せて整備しなきゃいけないか

なと思います。Ｗｉ－Ｆｉモデルなのか、セルラーモデルなのかという

ところですね。セルラーモデルというのは、Ｗｉ－Ｆｉじゃないところ

でも使える、要は携帯と一緒ということで、その分、通信料が掛かりま

す。Ｗｉ－Ｆｉモデルだと、基本的にＷｉ－Ｆｉの下で使えますが、Ｗ

ｉ－Ｆｉにプロバイダー契約が掛かります。各自宅とかでは、Ｗi－Ｆi

環境になりますけども、どうですかね。使い勝手がどっちがいいのか、

もちろんコストのこともありますし、Ｗi－Ｆi だけでいいのか、外に出

たときにも少し使えたほうがいいのか、その辺どうですか。 

 

山田伸幸委員 外で使うとき、一般的にセルラーモデルというのは、ちょっと

標準の電波より弱いんですよ。例えば、私の携帯の場合だったら、純正

の電波が来ますので、かなり強くて、セルラーの人と一緒に持っていっ

ても、セルラーの人は電波が立たないけれど、こっちはちゃんとアンテ

ナが３本立つというふうな形で、ちょっと違いがあるんですよね。そこ

までのきちんとした電波が来るようなシステムにはならないのじゃない

かなと思うんですけどね。この３階自体が、セルラーというか、携帯が

ちょっと入りにくいところもあるんですよね。Ｗｉ－Ｆｉだったら、も

うテザリングで十分できますし、現に教育委員会なんかはテザリングで

かなり使いこなしています。 

 

伊場勇委員長 なるほど。要は、Ｗｉ－Ｆｉモデルにセルラー機能を付けるか

どうかという話なんですよ。例えばですけど、２ギガバイトの通信にす

ると、毎月お金が掛かりますが、外に出たときにテザリングにすると、

ちょっと個人差が出るんかなと思ったりします。テザリングは、何か契

約しないと使用できないですよね。ａｕは、そういうふうになっている
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みたい。契約している人は、テザリングできるけど、そうじゃない人は、

そこにちょっとばらつきが出るのかなと。例えば、外に出たとき、議会

報告会、意見交換会、懇談会とか、あと視察といった場合に、Ｗｉ－Ｆ

ｉ下じゃないときに活用しようというときに、少し不自由がある場合も

あるのかなと思うんです。だから、より多方面で使いやすいとなると、

セルラーモデルを例えば何ギガバイトとか付けとったほうが使いやすい

かなと思っています。他市の状況はどうでしたっけ。学校はＷｉ－Ｆｉ

ですよね。ＬＴＥは付いてないですよね。 

 

島津事務局次長 公費で機種を導入しているところの５市は、全てセルラーモ

デルとなっております。 

 

伊場勇委員長 なのでＷｉ－Ｆｉ下ではＷｉ－Ｆｉを使って、そうじゃないと

ころは、セルラーで、多分何ギガバイトか制限してるんじゃないかなと

思うんですけど、その辺もちょっと調べなきゃいけないですね。事務局

が使うタブレットについては、Ｗｉ－Ｆｉだけ。外に持ち出さないとい

うのが、基本的ですもんね。 

 

島津事務局次長 おっしゃるとおりで、事務局用に入れているタブレットは、

Ｗｉ－Ｆｉモデルとなっているところもあります。 

 

伊場勇委員長 なるほど。なので、すぐはちょっと使い方とか使い道とか、セ

ルラーモデルでＷｉ－Ｆｉ下じゃないときに、タブレットがもし使える

んであれば、どういった効果があるかとか、そっちをまた話しながら進

めたほうがいいかな。（「もうちょっと先ね」と呼ぶ者あり）そうです

ね、分かりました。次に導入スケジュールについてなんですけど、先ほ

どちょっと言いましたけども、ものが今入りづらいという状況で、防府

市も１年待ちでやっと入ったというのを聞いてますし、防府市は執行部

が予算を取って発注かけたんだけど、１年間待ったという状況なんです

よ。ただ、それをずっと言っていても仕方がないので、前に進むために
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は、例えばの話でいいですけど、導入スケジュールを事務局として、ど

ういうふうに考えているか。 

 

島津事務局次長 まだ正式に皆さんの答えが固まっているわけではありません

が、例えばｉＰａｄの１２.９インチを導入するとして、議員２２台、そ

れから事務局５台としましょうか、それと、セルラーモデル等に限定し

て、まず見積りを取ってどれぐらいになるかというところから始まると

思います。今から見積りを取って金額を見てみないといけないですけど、

仮定の話で、最短で、例えば１２月定例会の補正に出すとか、そういう

ところでしょうか。 

 

伊場勇委員長 これは事務局から、予算を要求することになるんですよね。 

 

島津事務局次長 はい、もちろんそうなります。 

 

伊場勇委員長 なので、それまでにはやっぱり特別委員会として、報告書も上

げなきゃいけない、提案書も提出しなきゃいけないし、もちろんそれも

全議員了承の下、事務局から予算を要求するという形を取らなきゃいけ

ないので、それが１２月となると、それでもタイトな時間かなというふ

うにはちょっと感じます。例えばの話でございますので、決まらなかっ

たらもっと遅くなるかもしれないということでございます。早くして欲

しいけど、スケジュールについて何か御意見ありますか。僕も一刻も早

く使いたいなと思うんですけども。 

 

山田伸幸委員 その場合、恐らくハードとセットになると思うんですよね。ど

のシステムを入れるにしても、ハードとそれがセットで納品されるとい

うことになろうかと思うんですけれど、それならそれで、きちんと決定

を急いでいかないと、もう来年度予算になってしまいますよね。だから、

そこをきちんとみんなで意思統一を図って、提案できるようなものにし

ていかないといけんと思います。 
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伊場勇委員長 そのようにしていきましょう。それでは、１のことについては、

このぐらいでいいかなと思っています。そのほかに意見はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）それでは、ちょっと休憩を入れます。暫時休

憩します。 

 

午後１時４０分 休憩 

 

午後１時５０分 再開 

 

伊場勇委員長 それでは、休憩を解きまして委員会を再開いたします。次に２、

特別委員会からの提案書（報告書）についてということでございます。

この委員会でしっかりと結論が固まったものは、もう提案書という形に

なるかもしれませんが、途中経過で、報告書という形で、全議員にもし

っかり示す必要があるかなと思っております。私が、取りあえずパワー

ポイントで作った案を今日ちょっと叩いていきたいと思っております。

この報告書なんですけども、例えば、９月の定例会の初日に、議長に提

出して、全議員に対して報告したらどうかなと思うんですけど、事務局

そういった形を取っても大丈夫ですか。 

 

島津事務局次長 特別委員会からの中間報告ということで、例えば、９月定例

会の初日に報告するということは可能です。特別委員会におきましては、

中間報告をされることはよくあります。 

 

伊場勇委員長 分かりました。ということなので、９月の定例会初日に、でき

る限りしっかり煮詰めたものを出せたらなと思います。今回は第１回目

で、私が今まで議論したものを少しまとめて作らせていただきましたん

で、これについて、今日１ページずつ追って、内容を確認していきたい

というふうに思っております。その中で、意見を頂きたいなと思ってお
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りますので、お願いします。それでは、１ページ目のタブレット端末導

入に関する提案書と書いていますけど、これは報告書とか途中経過とか、

そういった形になるのかなと思いまして、ここはちょっと文言変えるよ

うにしますね。次のページなんですが、これは検討経緯ですね。委員会

がこういう目的で設置されて、執行部とも初め協議しましたし、その後、

調査研究を行っていて、ただ、視察を二度ほど計画したけど中止になり

まして、その後、タブレットを使用してのペーパーレス会議システムの

デモンストレーションを２回行ったと。今のところ、この程度かなと思

いますので、今から調査等、研究等、視察等が入れば、これに追加して

いこうかなと思っています。これについては、いいですか。（「はい」

と呼ぶ者あり）その次は、県内他市の状況ですね。これもちょっと入れ

ていこうかなと思います。周防大島町ももう導入しているようなので、

それもちょっと入れたらどうかなと、それは、また更新しますんで確認

したいと思います。その次は、まず、先ほどお話ししたＷｉ－Ｆｉモデ

ルでいいのか、セルラーモデルとして、ＬＴＥを追加するのかというこ

とですね。これについては、今の段階、私はセルラーモデルのほうが、

携帯電話がつながる環境であれば通信が可能ですし、少し経費が掛かる

というコスト面の問題がありますけども、活用の幅が大きいということ

で、導入効果が大きいのかなと思っています。これは、先ほど話したと

おり、使い勝手等々、効果等々を少し議論して進めていきたいと思いま

す。お願いします。では、次に導入によるメリット、効果は、３項目に

分けて記入しました。ここが結構重要になるかなと思うんですけども、

まずペーパーレスによる用紙代と消耗品等の節減ができると。例えば、

紙ベースでいくと議案書、審査に必要な関係資料、開催通知、予算書、

決算書、計画書と、消耗品として、インク、ステープル代等ですね。こ

れ以外、何か例えば、紙ベースでほかに削減できるものがあるかなとか

思ったりするんですけど、大丈夫ですかね。消耗品もどういうものが考

えられるかなと思う。ステープルというのは、とめるホッチキスとかで

すね。あと何かこう挟むクリップとかですかね。ほかに何か考えられる

ものがありますか。特になければ、あとは人件費なんですけども。 
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山田伸幸委員 議会前になると、総務課のところに、１０人ぐらいずらっと並

んで議案書を作るんですよね。みんなが紙をずーっと取っていって、そ

れを製本して、あれが議員だけじゃなくて執行部とか合わせて、全部で

５０部以上か、もっと作るのかな。執行部にも回されたりするんで、相

当数の紙が、そこで使われているし、時間も相当数使われている。機械

でシャッシャできるのかなと思ったりするんですけど、そういう導入は

されてないんで、かなりの手仕事になっているけど、それが必要なくな

るということですね。 

 

伊場勇委員長 今書いているのは、印刷のときに掛かる手間ですよね。議会で

郵送したりといったことは特にはないですか。配達とかはどうですか。 

 

島津事務局次長 昔はあったようですが、今は皆さんの御協力も頂いておりま

して、急遽の場合はメール等のやり取りということもしておりますので、

配達とか郵送等はしておりません。 

 

伊場勇委員長 はい、分かりました。これ、ないなら消していいかなと思いま

す。差し替えの手間とか、議員の一斉の連絡時間とか、これ電話でして

るところとかもあるけど、その辺はどうですか。 

 

島津事務局次長 差し替えの手間につきましては、稀にありますけども、正誤

表を配布したりとかで、多少時間は使っております。それから、議員一

斉の連絡等は、うちの場合はメールとタイムツリーで行っておりますの

で、特に変わらないかなと思います。 

 

伊場勇委員長 はい、分かりました。議会事務局としては、そうかもしれませ

んけど、議案を作っている総務課の人件費については、これも少し調査

が要るし、実際幾ら程度なのかというのも、後で話しますけど、経費の

ところでもしっかり出してみるべきかなと思います。次の通信運搬料、
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これはゼロですかね。郵送していないですよね。配達しない、封筒も使

わない、メールだけ。急ぎの場合は、たまに電話でスケジュール等々や

っている場合もありますけども、それは仕方ない場合がありますからね。

なるほど、通信料等は特にそんなにないかな。（「発生しない」と呼ぶ

者あり）分かりました。経費削減効果については、この程度にしまして

更新します。次に、議会運営上の効果と議員活動上の効果と市民にとっ

ての効果の三つを挙げているんですけども、まず、議会運営上の効果と

して、利便性を活かした議会機能の強化による議会改革の推進と書かせ

てもらいました。以下、読みましょう。市民への迅速・的確な情報提供

ということで、議会基本条例第２条第５号、議会運営は、市民の関心が

高まるよう、分かりやすい視点、方法等で行うことということがありま

す。そして、情報取得の迅速化、過去の資料の検索機能の向上、情報共

有・携帯性の向上、これは、例規集とか計画書、議案書、予算決算書、

通知文等々の情報がすぐに入ると、その他の情報も入ると思います。ま

た、ＩＣＴ化によって、一般質問等でのデジタル資料、モニターでしっ

かり配布できたりとか、カラーとか物によっては、３Ｄデータでも資料

として出せる可能性もあるかなと思います。動画はちょっとそぐわない

かなと思います。運用は要検討と書いております。また、スケジュール

管理の一元化、今タイムツリーを使っていますけども、あわせて、オプ

ションでいいものがあれば、それで一元管理できたらいいのかなと思っ

ていますし、情報伝達の迅速化、ちょっとかぶるところがありますけど

も、要は、委員会内で、その場ですぐ資料等々を共有できるところ。あ

と文章訂正時の差し替え、今は議会運営の中で、下から紙を持ってきて

訂正がありますって配ったりするじゃないですか、それがデータの変更

だけで済む、同期をかければオーケーということもあるので、そういう

形なのかなと思いますけど、それに当たって、書き方とか文言も要らな

いんじゃないとかが少しあるかもしれませんけど、議会運営について、

どこか引っかかるところとか追加するとことかありますか。どうでしょ

うか。 
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藤岡修美委員 一番最初の「利便性を活かした議会機能の強化による議会改革

の推進」が、何か漠然としていて、具体的に見えにくいと思います。 

 

伊場勇委員長 なるほど。ここを具体的にですね。 

 

山田伸幸委員 正直に言って、これは非常に題目としては、わっと思うけれど、

中身を考えたときに、うーんとなるものです。一般的に、こういうデジ

タル化というのは、市民にも同じ情報がいち早く提供できると、そうい

う市民の権利に対して、的確な情報が同じものが出せるということぐら

いで、それは、大切な議会改革の一環として、市民の知る権利への協力

ということになろうかと思います。 

 

伊場勇委員長 知る権利ですね。市民にとって、この議会改革にタブレットを

導入することって推進するのかどうかというところなんですけど。 

 

山田伸幸委員 例えば、発言がそれによってできるのであれば、言葉にしてな

かなか言いにくい人がこれだったら発言できる、そういう人が出てくる

んではないかなというふうに思ったりします。特に障害者の方なんかだ

ったら、そういう可能性が出てきます。実際に他市なんかでは、そうい

った方も議員でおられると聞いておりますので、そういう障害を持つ人

も議員として参加できる、そういうメリットがありますね。私たちのま

ちでは、残念ながらそういう実例はありませんけれども。それとか、先

ほどもちらっと出たんですけれど、離れたところで、委員会がＺｏｏｍ

とかを活用すれば、各家庭と情報交換が迅速にできると。最たる例は災

害時ですね。 

 

伊場勇委員長 それは入れたいですね。 

 

山田伸幸委員 災害対策委員会とかを立ち上げた際に、わざわざここに集まら

なくても、現場と委員会をつないで、それぞれ自宅でつないでできる可
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能性も広がってきますね。その広がりの話で、今そうなっているわけで

はありません。 

 

伊場勇委員長 議員活動上の効果で、ちょっと入れているところがあるんです

けど、確かに議会運営においても、災害時のとき、例えば、タブレット

があって、Ｚｏｏｍ機能があったりすると、協議会とかを開催すること

はできますよね。今の状況でいえば、正式な委員会はなかなか難しいか

もしれません。分かりました。議会運営上の効果、取りあえず、この程

度で大丈夫ですか。 

 

山田伸幸委員 この中にスケジュール管理の一元化というのがあって、今はタ

イムツリーというのが使われています。以前はサイボウズというのを使

ってて、非常になれ親しんで使いやすかったと思うんですけど、これが

もう無料では使えないということで、タイムツリーに変わりました。先

ほどのデータを見てみると、サイボウズを導入する方向で検討を進めて

いるところもあって、やはり、こういうのが入ることによって迅速な、

そして、データの大きいものも使えていくというところでのメリットが、

かなりあるんじゃないかなと思います。 

 

伊場勇委員長 スケジュールのところを開くと、その日に使う資料とか見れて

ということですよね。ホームページは今そういうふうになっているじゃ

ないですか。ホームページは今スケジュールの委員会を押すと、委員会

で使う資料とかが見れるようにはなっていますよね。それがまた違うそ

の会議システムで何かできたりというのも、もしできるんであれば、い

いかもしれないですし、そういった一元管理がしやすいのかもしれない

ですし、それがまた導入するものにあるのかどうかというのもあります

けど。導入するシステムによって、また変わってくるんかなと思います

ね。じゃ、次のページ行きます。議員活動上の効果についてですね。先

ほど、議員活動上の効果もさっきの議会運営上の効果とちょっとかぶる

ところがあるんですけど、まず初めは、さっきとほとんど同じですね。
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携帯性の向上がちょっと付いてくるくらいだけで。あと政務活動時の精

度向上、内容充実、記録内容の向上ということで、もちろん皆さん携帯

を使って写真を撮ったりされていると思うんですけども、そうじゃなく

て、より精度の高い画像とか録音とかを、市のデータとして、管理がし

やすくて、閲覧して比較とか、現場での資料説明、市民の方に対して、

議会活動をしやすいんじゃないかと、画面も大きいですし、説明しやす

いという効果があるのかなと思います。先ほど山田委員からありました、

次は非常時における具体的な災害現場の状況等々ですね、それも報告し

やすく、システムがあれば、そこに乗せてやれば、電話回線がもしダウ

ンした場合、ネット環境があるところでアップできるという利点もある

かなと。次にはＩＣＴ化によって先ほどの一般質問等での資料の使用が

可能ということで、都議会とかなんですけども、建物とかの立体的な３

Ｄデータの資料とかを提示されるわけですよ。なので、そのタブレット

上で、回転させたり、タップして、それが裏から見れたりとか、そのペ

ーパーじゃ見えないようなところも、今後できてくるんだろうなという

ふうに思っています。 

 

山田伸幸委員 そこは、条例改正等が必要になってくるんですよ。今、執行部

の持っている資料については、情報公開請求による提供か、若しくは議

長を通じての資料請求ということをせざるを得ないので、その辺では、

条例の改正がどうしても必要になってくる部分ではないかなと思います。 

 

伊場勇委員長 条例の改正はちょっと置いといて、今後そういった資料も使え

るとより審査がしやすくなるよねと、より深い審議ができるよねという

ところに備えるということもあるのかなと思います。見やすくですね、

白黒で小さい図面とか出てくるわけじゃないですか。たとえ、Ａ３で出

してもらったとしてもより拡大できたりとか、何かそういうのは、やっ

ぱり審議がより深まるんじゃないかなというふうに思いますね。 

 

山田伸幸委員 だから、事前に市のほうから情報を提供してもらって議会資料
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として保存しておくと、それは使えます。 

 

伊場勇委員長 そうですね。これ資料の使い方としては、やっぱりさっきも少

し話しましたけど、過去の検索ができるという。今、委員会資料と本会

議の資料とかばらばらですし、検索がなかなか難しいんです。前の委員

会のときも話しましたけど、本会議の議事録のところに、キーワードを

打って、引っかかったところの日時をメモって、また、委員会のところ

に戻って、それでまた見直して資料を探すとか、そういった状況になる

ので、そういった手間がまず省けます。例えば、市民の人から、これど

うなのって言われたときにも、すぐ提示しやすくなるのかなというふう

に思います。最後には、視認性の向上、膨大な資料の持ち運びがタブレ

ット一つでできて、カラーで見やすくて拡大できますよということかな

と思いますね。そのほか、何かここで引っかかるところありますか。 

 

藤岡修美委員 一般質問での資料のデジタル化に引っかかるのが傍聴の方、そ

ういう方は、ペーパーになるのかなという気がするんです。 

 

伊場勇委員長 そうですね。仕方ないですかね。ただ、クラウドに入れるもの

を何でもかんでも見れるような感じのものを貸し出しますか。 

 

山田伸幸委員 一般質問のときの資料も一応傍聴人には公開されていて、一般

質問のページに入ったら、何々議員の資料というものが出てきますから、

そういった意味では、ただ、それは後日になるのかな、当日は無理だっ

たような気がするんですけど、その辺ではできているというふうに思い

ます。 

 

島津事務局次長 資料は、当日の会議の開始時間にホームページに上げており

ます。 

 

山田伸幸委員 問題は、委員会室にしても本会議場にしても、入るときは何も
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持ってはいけないということになっていますので、だから、その辺では

条例の改定が求められているということですね。 

 

島津事務局次長 撮影等は許可されておりませんけども、パソコン等の持込み

は、傍聴規則では特に制限はなかったかと思います。 

 

伊場勇委員長 携帯を持って入っている人もいますよね。 

 

島津事務局次長 もちろん音が出ないようにはしていただきますけども。それ

から１点、今は、会議の資料は傍聴人にお渡ししているので、例えば、

議員がタブレット化された場合でも、傍聴人の資料は紙ベースで必要で

はないかなというふうには思っております。 

 

伊場勇委員長 そうですよね。紙ベースで上げないのであれば、例えば、タブ

レットを貸し出すとかができます。余っているものがあれば、それを同

期させて、お貸しすることも可能かもしれませんけど、台数にも限りが

ありますし、１０人来られて１０台あればいいですけど、そうじゃなか

ったらお貸しできません。これ仕方ない部分なのかな。本会議場は、基

本的にはＷｉ－Ｆｉにしますから、タブレットじゃないと入れませんの

で、自分でホームページ開いていただいて見ることになりますよね。今

のところ紙ベースなのかな。あと例えばですけど、モニターがもうちょ

っと大きかったりすると、そこに資料をドンと載せれたらね。タブレッ

トを入れることによって、カラーとかが浸透していけば、そういったと

ころも目が向くかもしれない。 

 

山田伸幸委員 一般質問で、そういうビジュアルを活用した質問に切り替えて

いくということは、時代に即した方向かなと思います。 

 

白井健一郎委員 議員活動上の効果ということで、我々、デジタル化推進特別

委員会で、デジタル化を推進するわけじゃないですか。これはもう国の
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動きであるし、デジタル庁もできましたね。デジタル田園都市構想みた

いなことも国は言っています。私、友達にＩＴで働いている人がいるん

ですけど、ＡＩの人工知能が、２０２８年から２０３０年に、人間の知

能を上回るっていうんですよ。そのときにもう劇的に社会が変わるだろ

うと彼は言うんですよね。そういう感じで、とにかく今もうデジタル化

が、今後進みそうだから、何とかこの議員活動上の効果として挙げなく

てもデジタル化に取り組んでいけば、どんどん便利になるんじゃないか。

期待値は高いですよ。 

 

伊場勇委員長 将来に向けての準備といいますか。なるほどですね。ありがと

うございます。そのほかいいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）じゃ、

次行きす。市民にとっての効果ですね。これなかなか難しかったんです

けど、ちょっと意味の分からんことも書いていますけど。 

 

山田伸幸委員 さっきから、これに注目して見ていたんですけども、もうこの

ぐらいで、ほかにはないように感じました。基本的に、これ全部公開性

のことが、ずっともうこれしかないかなと思います。 

 

伊場勇委員長 今公開していますからね。山陽小野田市は、もう全部、所得も

公開しています。ただ、市民に対しては、もちろんリアルでやっている

ときとかも説明がしやすくなるというのは、もちろんあるかなと思いま

す。御要望が来たときに、内容を執行部にも伝えやすい、市民の人がよ

り正確で見やすくて、精度の高い情報も、市民から議員のほうに来る可

能性もあるのかなと思いますね。 

 

恒松恵子副委員長 先ほどのページでもありましたけれど、例えば、ちょっと

障害をお持ちの方、耳が遠い方とのコミュニケーションも取りやすくな

るかなと思われます。意見交換の手段が広がります。 

 

伊場勇委員長 そうですね。意見交換の手段が広がりますね。これはもう何度



 24 

もちょっと見直していただいて、また新しい項目等、新しい考え方や見

方や効果があれば、またこれを更新していきたいと思います。次に移っ

ていいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）じゃあ次は、タブレット導入

によるコストと削減効果の比較ということで、今例えばの話で、セルラ

ータイプ２７台というふうに書いておりますが、議員が２２台、事務局

が５台です。５台にしたのは、まだ、例えばの話で、委員会室が二つあ

りますから、事務局が２人入りますんで、２台ずつかなと。あと予備１

台かなというふうにちょっと思っていて、そういうふうにしました。今

のところのイニシャルコストとランニングコストなんですけども、少し

見積りを取られているところがあるというふうに聞いてますんで、今の

ところ大体の概算でいいんですけども、事務局から教えてもらってもい

いですか。 

 

田中議会事務局庶務調査係長 まず、イニシャルコストなんですけども、Ｗｉ

－Ｆｉの環境整備、それとインターネットの光回線の工事を合わせて、

おおよそ１９０万円。それと、会議システムにつきましては、例えば、

サイドブックスで、初期設定が８万円、それと、講習会は、利用者講習

会と管理者講習会がそれぞれ８万円になります。それから、ランニング

コストなんですけども、端末のリース料とプロバイダー料合わせて、月

額が、おおよそ２０万円程度。それと、会議システム、サイドブックス

ですと、基本料と、あとクライアントのライセンス料と、１０ギガ容量

追加をしまして月額８万２，５００円。それと、インターネットの光回

線は月額が大体６，０００円ぐらいという見積りを頂いております。以

上です。 

 

島津事務局次長 先ほどの月額２０万円のリースの分については、以前一応１

０.５インチのセルラータイプ３０台で取ったものですので、１２.９イ

ンチとか、またｉＰａｄとかということになると、金額は違ってくると

思います。 
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伊場勇委員長 はい、分かりました。まず、Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備の費用とし

て、光回線の工事、Ｗｉ－Ｆｉそもそもの設置ですよね。光回線の工事

は幾らで、その別々で概算出ていますか。 

 

田中議会事務局庶務調査係長 Ｗｉ－Ｆｉの環境整備が１８３万７，０００円、

それと、光回線の工事費が１万８，８００円プラス消費税となります。 

 

伊場勇委員長 光回線の工事は、それぐらい安いということなんですね。ただ

Ｗｉ－Ｆｉ環境なので、本会議場と控室と会議室二つと応接室、要は会

派室ということですね。事務局はどうなんですか。 

 

田中議会事務局庶務調査係長 事務局については、職員用のＷｉ－Ｆｉを情報

管理課が今年度中に整備される予定になっております。 

 

伊場勇委員長 そうですね。ということは、事務局にはＷｉ－Ｆｉがあるけど、

それを議員は使えないんですよね、今のところ。職員用ですもんね。そ

こはちょっと置いときましょう。ということで、イニシャルコストで大

体、講習会をどういうふうにするかというのは、ちょっと考えどころあ

りますけど、約２１０万円、月のコストが大体２８万円とか９万円とか

ですね。こういうのは、ちょっと正確にこの程度だろうって出さないと、

結局予算も取れなくなってくると思うので。台数が多ければ多いほど、

それなりに、普通に割引とかないと思うので、その辺は掛かるもんだな

というふうに思います。導入費用は必ず掛かってきますからね。それを

受けて、この金額はちょっとまた精査してやるべきかなと思いますし、

何がどのように要るかというのは、また追っていきたいと思います。こ

れ必ず必要になるので、イニシャルコスト、ランニングコストは考えて

いきたいと思います。次のページの削減効果についても、導入する理由

として、もちろん効果の次に削減額というのもちょっと出していくべき

かなというふうに思っています。もちろん消耗品費で、さっきちょっと

話しましたけど、ただ、人件費とか通信費、印刷製本費、印刷製本費と
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なると、恐らく予算書とか総務課になりますよね。総務課のものが、ペ

ーパーレスによってなくなるので、それももちろん同じ市民の税金です

から、削減される額は変わらないですもんね。例で書いているんですけ

ども、他市の事例と書いています。これは矢板市で、人口３万人ぐらい

の都市です。本市の半分ぐらいの都市で、ざっと１００万円ぐらい、人

件費が４３万円とか印刷製本費４８万９，０００円ということで、タブ

レット導入することによって、削減できる試算を出していました。これ

もちょっと本市どうなんだろうと思って、これなかなか出し方も難しい

かもしれません。導入の経費が高いです。まずイニシャルコストが高い

んですけど、それによってさっき話した効果と削減できるもの、紙代と

人件費ですよね。実際、人がどんどん増えていくことはないと思います

よ。それも時代に合わせて、やっていくべきかなと思うので、次のペー

ジなんですけども、コストと削減額と差額、この差額が、効果にしっか

り見合うものなのかというところが、やっぱり数字で見ると大事なとこ

ろなのかなと思います。 

 

山田伸幸委員 数字では非常に出しにくい問題があります。だから、議会です

から、今後の議会の運営上、活発な議会にそれが貢献しないと意味があ

りません。表面的な何円削減できましたとかいうんじゃなくて、やはり、

それを駆使して議員が頑張っていかないと、この効果というのは、全然

変わってくるものだということを認識しておく必要があるんじゃないか

なと思います。 

 

伊場勇委員長 おっしゃるとおりだと思います。使うことが普通になって、よ

り使うことで市民の方によりよい情報が届くとか、そういうところ。あ

とは数値化できない効果というのも、ミスプリントってどれだけミスが

あったのみたいなところは、なかなか差し替えが何回あったのかとか、

なかなか数値だと難しいかなと思ったり、そもそも紙を使わないのでご

みの削減になりますよね。でも、これを数値化するのはなかなか難しい

なと思っています。 
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山田伸幸委員 議会事務局だけの紙ではなくて、総務課が議会のために作成す

る紙、そこも含めていかないと、しかもこのコピー代とかも掛かってい

ますので、その辺を見積もるのは、なかなか難しいかなというふうに思

います。 

 

伊場勇委員長 でも、この際、できるだけやっぱり具体的に出すべきかなとい

うふうに思います。 

 

山田伸幸委員 現在、事務局でのそういう消耗品というのは、年間どの程度あ

るんでしょうか。 

 

島津事務局次長 予算上消耗品は４０万円近いぐらいだったと思います。その

うち紙代がどれぐらい占めているかというのは、調べてみないと分から

ないですけど、１０何万円ぐらいではないかと思います。 

 

山田伸幸委員 よく委員会中に、この資料を出してくれって言うことがありま

すよね。そういったときでも、もうタブレットが導入されれば、今から

配信しますと、ぽんと出すようなことができてくるなら、それはそれで、

かなりの削減になりますよね。 

 

伊場勇委員長 ごみも出ませんしね。 

 

山田伸幸委員 産業建設常任委員会では、水道局がもうパソコンを持ち込んで

いて、そのデータは、なかなか私たちには見れません。ですが、これを

今から皆さんにお見せしますので配信しますというふうになるなら、こ

れは迅速な資料の提供が行われるということがあります。 

 

白井健一郎委員 もともと紙を削減するというのは、お金の問題というよりも、

環境だからなんですよね。 
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伊場勇委員長 環境って、効果の中にそういえば入れてなかったかな。それは

議会改革になるんですか。どうなんですか。（「ＳＤＧｓ」と呼ぶ者あ

り）なるほど、ＳＤＧｓ。これは議会運営上の効果ですか。これは議会

運営、市民に対してじゃないですもんね。コストのところはできるだけ、

具体的に根拠を出していかなきゃいけないけど、せっかくペーパーレス

に取り組んでいるんですから、どれぐらいの削減が見込めるのかという

のも、ちゃんと委員会としては、出すべきかなと思います。 

 

藤岡修美委員 他市の例で具体的に人件費別で、議案の印刷費用を出して、年

間二百数十万円、４年ぐらいでペイするんじゃないかという、他市の何

か報告書もあるようです。 

 

伊場勇委員長 そういうのをちょっと参考にして、そうですね。 

 

恒松恵子副委員長 イニシャルコストの中で、例えば更新が必要なもので、何

年かして費用が掛かるとか、その辺りも仕様書とか見積りの際に明確に

されとったほうが、よろしいかと思います。 

 

山田伸幸委員 タブレットも、コンピューターの一部ですから、当然システム

の更新というのが出てくるわけですから、それが、定期的にネットにつ

なぐ度に自動更新となっていればいいんですけど、全部有料となると話

はちょっと変わってきますよね。その辺も確認しておく必要があろうか

と思います。 

 

伊場勇委員長 はい、重要なことだと思います。取りあえず今のところ、その

ぐらいで大丈夫ですか。（「はい」と呼ぶ者あり）最後のページになり

ますが、特別委員会としての結論も、報告するときは要らないと思うん

ですが、結果、例えば、議会にタブレット導入すべきという理由も、最

終的にまとめた総括的な総論も述べなきゃいけないのかなと思います。
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執行部にもタブレット導入が望ましいといいますか、執行部にもペーパ

ーレス化が望ましいといったところも、特別委員会として、言うべきか

なと少し思っております。その辺は、またここはもう今意見を言っても

ばらばらになっちゃうと思いますし、これはそういうものを作ったらど

うかという提案でございますので、この中身は、また皆さんで協議しま

しょう。ということで、この報告書はいろいろ御意見いただいたので、

また、作り変えて、皆様にメールで送ります。そのときは、しっかり目

を通して、次の委員会に備えていただけたらと思いますのでお願いしま

す。じゃあ、次に最後ですが、これも次への宿題かなと思っていて、ル

ールですね。ＩＣＴ機器使用のルール、タブレットのルール、ＩＣＴ機

器と書いたのが、例えば、パソコンを持ち込んだときとか、携帯電話は

電話なんですけど、その辺も少し緩和したらどうかなと思うところも少

しあります。もちろん音を鳴らしちゃいけないし、審議の邪魔になっち

ゃいけないので、審議とは別の使い方をしたら、これは絶対駄目なこと

なので、そういったところのルールも、デジタル化推進特別委員会で作

るべきかなというふうに思っています。まず、初めにセキュリティーと

書いたところで、端末においては、例えばタブレットについては、機器

自体のＩＤパスワードを付けること、そして、クラウドに資料があれば、

それに行くために、もう１回パスワードを入れると。２要素を入れると、

よりセキュリティーが高くなるのかなと思いますので、そういったやり

方もどうかなというふうに思いましたし、先ほど申しました議場、委員

会の使用時のルール、持ち出し時のルール、失くしたときとか、個人情

報が入っていると大変なことになりますけど、そのような中身はないと

思います。ただ、どういった使い方をするべきだというのもルールが要

ると思うんですよ。これは、他市の事例を参考にすべきかなと思います

ので、これまた資料で、皆さんでどこかの市の分を。一回たたき台を作

ったほうがいいですか、どうですか。それをまた１個１個確認していく

という作業になると思うんですけど。 

 

山田伸幸委員 それと、やはり事前に、よそでの使用実例を是非ちょっと一度
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見させてくださいね。議会でどういうふうに使われているのかというの

は見たいですね。宇部市でもいいし。 

 

伊場勇委員長 視察の話になりますけども、お隣ですけど。 

 

田中議会事務局庶務調査係長 デジタルの件で視察の御相談させていただいた

んですけども、今視察は受け入れていないということでお断りされまし

た。 

 

伊場勇委員長 これ何回もお願いしていて、でも何回もお願いしましょう。今

まだ駄目ですかとか、もう大丈夫ですかとか、大丈夫になったら連絡く

ださいと言うと、ちょっとおこがましいので。ちょっと見に行かないこ

とにはやっぱり伝わらないし、こっちも何か新しい疑問が出ないという

のもありますから。 

 

山田伸幸委員 ちょっと事務局に確認していただきたいんですが、長門市の場

合は、ハードウエアについては本人の所有しているものということだっ

たんですけど、これはずっと変わらないんでしょうかね。 

 

島津事務局次長 恐らく変わってないと思います。 

 

伊場勇委員長 ということで、今日いろいろ詳しいことまでいろいろ話もでき

ましたし、あとルールについては、また次に効果と並行して話したいの

で、その点についても、ちょっと意識を持っていただきたいなと思いま

す。そのほか何かありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）新しいことが

いっぱいあったので、頭がパンパンになってきたかもしれません。また

次回に向けて、情報を流してメールでもお送りしますので、しっかりま

た準備していただきたいなと思います。以上で、本日のデジタル化推進

特別委員会を終わります。お疲れ様でした。 

 



 31 

午後２時３８分 散会 

 

令和４年（２０２２年）６月２４日 

              

デジタル化推進特別委員長 伊 場  勇   

 

 


